








要約:子育て支援の中で現代の女性の大きな問題点は

(1)少産少子、核家族化のため、初産の母親は子ども扱いにほとんど慣れておらず、出産

後の育児に強い不安を抱えている。

(2)子育てを楽しめない、子どもを愛せない母親が増えている。

(3)子どもの要求を受け入れることが出来ない母親が増え、極端な場合は児童虐待に至る

例が増加している。

  これに対して出産直後から母と子を切り離さず、授乳を介した母と子のスキンシップを

増やすことにより、母親は子どもの扱いに慣れ、子どもに対する愛情が強くなった。さら

に出生早期からの頻回授乳により母乳分泌が促進され、特別な問題がない限り、経膣分娩、

帝王切開ともに母乳だけで退院できるようになり、母親は子どもの要求を満たすことを楽

しみとし、生後 1週間で驚くほど育児に自信を持ち始めた。従って、出生早期から母と子

を一緒にし、母乳育児を支援することは退院後の母親の育児に大きな自信と喜びを与える

もの思われる。


